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 要  旨 
汎用の圧縮ソフトの bzip2は高い圧縮率を誇る半面、処理時間を要すという問題が知られている。
近年 CPU のマルチコア化により、マルチコアの環境での実装が容易になっているという背景か
ら、本研究では一般のデスクトップ PC にまで普及したマルチコアの環境を活かして、並列アル
ゴリズムを効率よく高速に動作させ、bzip2の高速化を実施した。 
bzip2 の主要アルゴリズムは大きく分けて、Burrows-Wheeler block-sorting 法(ブロックソート
法),Move to Front法（MTF法）、ハフマン符号化法の３部分に分けられる。この中でMTF法は
アルゴリズムの特性で並列化が難しく、ブロックソート法とハフマン符号化の並列化を、OpenMP
を使用することによって実装した。 
具体的には、ハフマン符号化法は 70%を占めるハフマン木からビット列に変換する部分をループ
並列化した。また、ブロックソート法は 99%を占めるマージソートの並列化を行った。ただし単
的なループ並列ではなくロードバランスを考慮した手法をとっている。 
実験結果は、CPU:FX8150(3.6GHz)の 8coreマシンでハフマン符号化法を最大で３倍ほど高速化
することが出来た。またブロックソート法は最大で４倍ほど高速化することができた。しかしそ
れぞれスケーラブルな効果は得られなかった。原因として考えられるのは、ブロックソート法の
方はロードバランスを考慮した実装を行ったため、データの偏りが大きい場合、各 coreによって
担当する仕事量が大きく差が出てしまい、core数が増えても並列化の効果があまり出てないので
はないかと考えられる。また、ハフマン符号化法の方も同じように、各 coreによってはビット列
の出力が長くなり、その分の仕事量の差からうまく動作しなかったのでは無いかと考えている。 
今後の展望としては、ブロックソート法の並列化をスケジューリングではなく、より並列化の効
果が高い並列化を実装する事、そしてその並列版ブロックソート法、ハフマン符号化法を bzip2
に実装することで、マルチスレッドで高速化に実行できる bzip2が作成できると考えられる。 
 
